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【本事業の特徴】

①広域的に他自治体の汚泥も受け入れて汚泥を処理する。不慮の事故等に
より施設が稼働停止するなどした場合に、その影響が広範囲に及ぶことか
ら技術面・運用面において安定した高度な技術が求められる。

②汚泥燃料化施設の設計･建設、維持管理･運営に係る専門的な知識やノウ
ハウなど高度な技術を有することが求められる。

③維持管理・運営期間は20年間予定しており、長期にわたり安定して運用され
ることが求められる。民間企業の技術面や経営面におけるノウハウを積極
的に導入することが求められる。

～ 本事業の特徴 ～

一般競争入札 指名競争入札 総合評価方式 プロポーザル方式

費用重視

技術力重視

【事業者選定方式別の特徴】
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したがって、事業者の選定にあたっては、提案価格のほか、提案価格以外

の要素（事業安定性、環境、維持管理性、社会的要請等）をより評価できる

「公募型プロポーザル方式」
を採用する。

～プロポーザル方式の採用～


